
はじめに
中国はトウモロコシを重要な作物と位置付け、需

給と価格の安定を図るため、穀物備蓄政策を実施し

てきた。しかし近年、最低買い付け価格を保証する

備蓄政策の実施や、トウモロコシやその代替作物で

あるコウリャンの内外価格差などにより、在庫が積

み上がる要因となっていた。

政府は在庫水準を引き下げるため、2016年から、

トウモロコシから他品目への作付けの転換を奨励す

るほか、同年４月にトウモロコシ備蓄政策について

政府による最低保証価格を廃止し、市場買い付けと

する変更を行った。一方、経済成長に伴い畜産物需

要は年々増加しており、全体的には飼料需要も高

まっている。

中国の需要量は巨大であるため、中国の飼料需給

がどう変化するかによって国際穀物市場や世界ので

ん粉需給などへ及ぼす影響は大きく、今後の動向に

は注目が必要である。

本報告では、最近のトウモロコシを中心とした中

国の穀物生産の変化と、貿易、消費動向を整理し、

備蓄政策の変更に伴う影響などについて、調査を基

に報告する。なお、本稿中の為替レートは、１元＝

16円（2017年４月末日TTS相場16.43円）を使

用した。

１．穀物生産
（１）穀物生産地域

トウモロコシの作付面積は、東北３省（黒竜江、

吉林、遼寧）の合計で全体の３割、それに続く内蒙

古自治区、河南、河北、山東、山西の各省を含める

と、全体の約７割を占める（図１）。

また、トウモロコシの主要作付地域は農業部のい

うところの「鎌刀湾」といわれる鎌形生産地域（図

２）を形成している。
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家畜のタンパク質供給源として重要な大豆かすの

もととなる大豆の作付面積は、黒竜江省が全体の３

割と最大を占め、安徽省の10%と内蒙古自治区の

７％がこれに続く。大豆の作付面積はトウモロコシ

の４分の１弱と少ない上、近年減少傾向で推移して

いる。国産大豆は、輸入大豆と同様に、製油企業が

搾油した後、大豆かすとして家畜飼料に使用される。

多くが食糧用とされる小麦も部分的にでん粉など

の工業用などに使用されており、主な生産地域は河

南省22%、山東省16%、安徽・河北・江蘇各省が

それぞれ約10%で、これら５省で全体作付面積の

約７割を占める。

（２）穀物生産量
最近10年間の主要穀物の生産動向をみると、

2006年に比べてトウモロコシの作付面積は34%

図１　穀物の主要生産地域

図２　トウモロコシの鎌形生産地域
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資料：中国統計年鑑2016
　注：2015年作付け。

資料：農業部資料を基に機構整理
　注：�東北３省、内蒙古自治区、河南、河北、山東、山西の各地域を中心にトウモロコシの主要生

産地域「鎌刀湾」を形成する。
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増加、生産量は48%増加しており、急速に拡大し

てきた（図３）。

小麦の生産量は品種改良や生産技術の向上などに

より20%増加しているが、作付面積は２％の増加

にとどまり、横ばい状況が続いてきた。

大豆については、作付面積は30%減少、生産量

は34%減少しており、国内生産は減少傾向で推移

してきた。

（３）トウモロコシの在庫水準
トウモロコシの在庫量は2014／2015年度末現

在、年間生産量に匹敵する２億トン以上に達してい

ると言われている（表１）。これは、８年間継続し

た備蓄政策により最低買い付け価格が保証されてい

たことで、市場価格との格差が生じ在庫が積み上

がったことが一つの要因である。

表１　トウモロコシ需給の推移
年度 2012 ／ 2013 2013 ／ 2014 2014 ／ 2015 2015 ／ 2016 2016 ／ 2017

作付面積（万 ha） 3,503 3,632 3,730 3,846 3,661
総供給量（万トン） 26,559 31,199 36,703 44,396 49,920

国内生産量 21,219 22,092 21,976 23,377 21,969
期首在庫 5,069 8,780 14,172 20,702 27,761
輸入量 270 328 555 317 190

総需要量（万トン） 17,779 17,027 16,001 16,635 18,361
国内消費量 17,771 17,025 16,000 16,635 18,360

飼料向け 11,480 10,960 9,750 10,050 11,150
工業向け 4,750 4,600 4,800 5,200 5,800
食用向け 1,191 1,225 1,240 1,230 1,210
貯蔵・加工時損失 350 240 210 155 200

輸出量 8 2 1 0 1
期末在庫（万トン） 8,780 14,172 20,702 27,761 31,559

資料：玉米網
注１：トウモロコシの生産年度は10月から翌９月まで。
　２：上表の数値は2017年５月時点のもの。2015／2016年度、2016／2017年度は見込み。
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図３　主要穀物生産量と作付面積

資料：中国統計年鑑、国家糧油信息中心

（４）政府の穀物振興策
政府による穀物の生産振興政策は、他の分野と同

様に、国家経済計画である五カ年計画に沿って実施

される。国務院は2016年10月17日付で「国務院

による全国農業現代化計画(2016～2020年)」を

公表し、「第十三次五カ年計画」における食料安全

保障の観点からの穀物の生産・自給計画について規

定している（表２）。
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また、トウモロコシと大豆の生産については以下

の通り目標を定め、トウモロコシの減産と大豆の増

産について目標を定めている。

＜トウモロコシ減産目標＞
2015年11月２日付で、農業部により「鎌刀湾

地区におけるトウモロコシの構造調整に関する指導

意見」が公表され、生産の集中する鎌形生産地域

（図２）において重点的に生産調整を図り、2020

年までに同地区におけるトウモロコシ作付面積を1

億ムー（667万ヘクタール）に安定させ、現在よ

り5000万ムー（333万ヘクタール）以上減少させ

るとしており、2016年の減産目標は1000万ムー

（66.7万ヘクタール）としている。トウモロコシの

減少分については、大豆など他品目への作付転換を

図ることを奨励している。

また、政府は2016年にトウモロコシ備蓄政策を

変更し、最低保証価格を廃止し、取引を自由市場に

委ねた上で、トウモロコシ生産農家に対する作付面

積に応じた直接補助金の支払いに移行すると発表し

た（注）。これまでの政府による最低買い付け価格の推

移は表３の通り。

（注）　�「中国、トウモロコシ臨時備蓄政策を停止」を参照　　 
（https://www.alic.go.jp/chosa-c/joho01_001535.
html）。

表２　「第十三次五カ年計画」の農業現代化主要指標（抜粋）

項目 指標 現状（2015 年）目標（2020 年） 年平均伸び率
〔累計〕 指標属性

食糧安全保障
食糧（穀物）総合生産能力 ５億トン 5.5 億トン 〔0.5〕 拘束性
小麦・稲自給率 100% 100% － 拘束性

農業構造
トウモロコシ作付面積 5.7 億ムー ５億ムー 〔▲ 0.7〕 予測性
大豆作付面積 0.98 億ムー １．４億ムー 〔0.42〕 予測性
油糧植物作付面積 2.1 億ムー ２億ムー 〔▲ 0.1〕 予測性

資料：国務院による全国農業現代化計画（国務院関於印発全国農業現代規劃（2016～2020年）的通知）
注１：1ムー≒6.67アール。
　２：「指標属性」欄の「拘束性」とあるものについては達成の義務がある。
　　　「予測性」とあるものは努力目標である。

表３　トウモロコシの最低買い付け価格の推移

年度 発表時期
国家標準の三等品質の商品価格（単位：元 /kg）

買い付け期間
内蒙古 遼寧 吉林 黒龍江

2008/2009 2008 年 10 月 20 日 1.52 1.52 1.50 1.48
2008 年 11 月 1 日

～
2009 年 4 月 30 日

2009/2010 2009 年 11 月 27 日 1.52 1.52 1.50 1.48
2009 年 12 月 1 日

～
2010 年 4 月 30 日

2010/2011 2010 年 11 月 17 日 1.82 1.82 1.80 1.78
2010 年 12 月 1 日

～
2011 年 4 月 30 日

2011/2012 2011 年 12 月 14 日 2.00 2.00 1.98 1.96
2011 年 12 月 14 日

～
2012 年 4 月 30 日

2012/2013 2012 年 11 月 15 日 2.14 2.14 2.12 2.10
2012 年 11 月 16 日

～
2013 年 5 月 31 日

2013/2014 2013 年 7 月 3 日 2.26 2.26 2.24 2.22
2013 年 11 月 25 日

～
2014 年 4 月 30 日

2014/2015 2014 年 11 月 25 日 2.26 2.26 2.24 2.22
2014 年 11 月 25 日

～
2015 年 4 月 30 日

2015/2016 2015 年 9 月 17 日 2.00 2.00 2.00 2.00
2015 年 11 月 1 日

～
2016 年 4 月 30 日

資料：国家発展改革委員会、糧食局、財政部、中国農業発展銀行
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表４　大豆の政府買い入れ価格と目標価格

年度 公表時間
国家標準の三等品質の商品価格（単位：元 /kg）

買い入れ期間
内蒙古 遼寧 吉林 黒龍江

2010/2011 2010 年 10 月 28 日 3.8 3.8 3.8 3.8
2010 年 11 月 1 日

～
2011 年 4 月 30 日

2011/2012 2011 年 11 月 22 日 4 4 4 4
2011 年 11 月 23 日

～
2012 年 4 月 30 日

2012/2013 2012 年 11 月 15 日 4.6 4.6 4.6 4.6
2012 年 11 月 15 日

～
2013 年 4 月 30 日

2013/2014 2013 年 11 月 22 日 4.6 4.6 4.6 4.6
2013 年 11 月 22 日

～
2014 年 4 月 30 日

2014/2015 2014 年 5 月 18 日 4.8 4.8 4.8 4.8 2014 年度以降、「目
標価格」制度に変更。

「目標価格」は生産者
への価格補償を決め
る指標である。市場
価格が「目標価格」
より低い場合、政府
は大豆生産者にその
差額分を補償する。

2015/2016 2015 年 4 月 28 日 4.8 4.8 4.8 4.8

2016/2017 2016 年 4 月 1 日 4.8 4.8 4.8 4.8

資料：国家発展改革委員会、糧食局、財政部、中国農業発展銀行

＜大豆増産目標＞
2016年４月５日付で、農業部により公表され

た「大豆生産の発展を促進する指導意見」では、

2020年までに大豆作付面積を1.4億ムー（934万

ヘクタール）に拡大するとし、2015年から毎年

4000万ムー（267万ヘクタール）増加するとし

ている。また、単収については、2020年までに

2015年の水準より１ムー当たり15キログラム増

の同135キログラム（１アール当たり202キログ

ラム）を目指すとしている。

なお、政府は2014／2015年度から、大豆の政

府買い入れ制度を変更し、市場価格が目標価格より

低い場合、目標価格との差額を大豆生産者に補
ほ

塡
てん

す

る直接補助に移行した（表４）。また、この「目標

価格」制度の試行は2014/2015～2016/2017年

度の３年間で終了し、2017/2018年度以降は、大

豆についてもトウモロコシと同様に価格決定を市場

に委ね、併せて生産者に対し補助金を支出する仕組

みに変更することとされた。

（５）トウモロコシと大豆の収益性の比較
先に述べたように、政府はトウモロコシの過剰在

庫を整理するために他作物への転換を奨励している

が、収益性の観点から、トウモロコシと大豆を比

較した場合、地域によって若干の差はあるものの、

2014年時点では、総じてトウモロコシの方が、単

位面積当たりのコストは高いものの、収益性は高い。

トウモロコシは備蓄政策により最低買い付け価格が

保証されていた。大豆も2014年以降は目標価格制

度に変更されているが、目標価格を下回る場合は財

政出動による補塡が行われることから、市場原理に

基づいた生産構造とは言えない。このような2014

年の状況では、政府が両者の収益差を埋めるような

生産者補助政策を大豆に対してとらなければ、トウ

モロコシから大豆への作付け転換はそう簡単ではな

かったことがうかがえる（表５）。
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表５　トウモロコシと大豆の収益性の比較

1 ムー当たり
トウモロコシ 大豆

平均 黒竜江省 吉林省 内蒙古
自治区 平均 黒竜江省 安徽省 内蒙古

自治区
収量（キログラム） 499.8 506.3 524.0 553.1 143.6 159.6 114.7 130.9
総生産額（元） 1,145.7 1,092.1 1,174.8 1,272.1 641.6 681.2 551.9 562.2
生産費合計（元） 1,063.9 888.8 1,198.0 895.5 667.3 650.2 646.2 499.6

物財費 364.8 335.1 384.3 368.8 202.9 215.3 169.7 209.2
人件費 474.7 226.2 433.3 300.8 216.7 139.7 272.7 74.3
地代 224.4 327.5 380.4 225.9 247.7 295.2 203.9 216.1

収益（元） 81.8 203.3 ▲ 23.3 376.7 ▲ 25.7 31.0 ▲ 94.3 62.6
利益率（％） 7.7% 22.9% ▲ 1.9% 42.1% ▲ 3.9% 4.8% ▲14.6% 12.5%
資料：全国農産品成本収益2015（2014年実績）
　注：生産量上位３省・自治区を記載。利益率は生産費合計に対する収益の割合。

２．穀物の輸出入
最も輸入量が多い穀物は、大豆で、トウモロコシ

や麦などがこれに続く。小麦、トウモロコシ、コメ

といった主要穀物の輸入は許可制となっている。

（１）国家貿易企業による輸出入コントロール
中国ではWTO上の約束に基づき、国家貿易企業

（WTOの定義ではSTE：State Trading Enterprises）

によって、食糧穀物や飼料原料の輸出入がコント

ロールされている（注）。国家貿易の業務を行う企業

は品目ごとに決められており、穀物の場合は中糧集

団有限公司（COFCO）などがその任を負う。

（注）　�STEとは、WTOの規則に沿って政府の措置を代行して輸
出入の業務に従事する貿易業者であり、2016年に実施さ
れたWTO貿易政策レビューにおいて、中国が国家貿易を
維持する理由として、①対象となる品目の安定供給と価
格の維持②食料安全保障の確保③環境と天然資源の保護
─が挙げられている。

＜輸入国家貿易＞
特定品目の輸入は国家貿易で行われることとなっ

ている。輸入国家貿易の対象となる農産品は、穀物、

砂糖、タバコ、綿花であるが、国家貿易による大豆

の輸入は2006年１月１日以降行われていない。

対象となる穀物の内訳は、小麦、トウモロコシ、

コメとそれらの粉製品の、合わせて27タリフライ

ンである。中国がWTOに報告しているこれらの穀

物の輸入と国内生産量は図４の通りである。

膨大な国内生産量に比べると輸入量はごくわずか

だが、世界的に食糧価格が高騰した2008年に、国

内ではトウモロコシ価格が下落したため、その前後

で輸入量が減少しているのが特徴的である。

なお、これらの品目は中国の対外貿易法（The 

Foreign Trade Law）で規定される承認企業によ

る輸入が可能であり、STEとそれ以外の承認企業

に関税割当（TRQ）量が毎年配分される。2013

〜15年にSTEに配分されたTRQの割合は、小麦

90%、トウモロコシ60%、コメ50%とされている。

ただし、中国はこのうちSTEを通じた輸入がど

の程度を占めるのかについて公表していない。

また、政府の指示に基づくマークアップ（輸出入

事務手数料など）の徴収は行っていないとされるも

のの、具体的な輸入価格が報告されていないなど、

WTO加盟各国からは透明性の確保が求められている。
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＜輸出国家貿易＞
輸出国家貿易の対象となる農産品は、コメ、トウ

モロコシなど（粉のラインを含む。以下同じ）、大豆、

タバコ、綿花である。

コ メ や ト ウ モ ロ コ シ な ど の 輸 出 はWTO加 盟

（2001年11月11日付）以後全量がSTEを通じて行

われている。なお、理論的には輸入国家貿易同様、

承認企業に輸出割当がなされた場合、輸出可能とさ

れている。STEによるトウモロコシなどの輸出実

績は図５の通りとなっており、2008年以降の実績

は年に数百トンとわずかである。

（２）トウモロコシ
トウモロコシの輸入は2010年を境に急増してい

る。当初は、ほとんどが米国産であったが、2013

年以降経済援助の現物返済としてウクライナ産が急

増し、2016年の総輸入量は317万トンであった（図

６）。輸入量は、急増したとは言え中国全体の供給

量に比べればごくわずかであり、近年の国産トウモ

ロコシの過剰在庫問題や政府の方針（中国農業展望

報告2016－2025：後述）を見ても、年ごとのば

らつきはあるにしても、トウモロコシの輸入は今後

も現在より大きく伸びることはないと考えられる。

トウモロコシなどの国境措置は、対象品目ごと

に異なるが、トウモロコシなどの輸入は、全て関

税割当により行われている（表６）。WTO加盟後、

2009年ごろまではほとんど輸入実績が無かった

が、現在、関税割当は国際約束上720万トンとなっ

ているが、2012年に割当枠数量の72%に相当す

る520万トンが輸入されたのが最大で、枠外で輸

入されたことはない（図７）。なお、枠内輸入の関

税率は１％、枠外は種子用が20%、その他が65%

である。ただし、枠内枠外共に輸入増値税（いわゆ

る付加価値税で内国税と整理されている）13%が

別途課せられる。なお、穀物類など多くの農産品に

適用される輸入増値税については、2017年の税制
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図４　STEなどによる穀物輸入実績と国内生産量

図５　STEによるトウモロコシ等の輸出実績

図６　トウモロコシ輸入動向

資料：WTO
　注：�国内生産量は対象の27タリフラインとは必ずしも一致しない。

資料：ＷＴＯ
　注：�輸出量は３タリフライン（ＨＳ：1005.10,1005.90,1104.23）

の合計。国家貿易企業はCOFCOおよび吉林糧食集団（JILIN 
GRAIN GROUP）。国内生産量は対象の３タリフラインと必ずし
も一致しない。

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HS1005. 90
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一方、輸出については、かつては韓国や日本をは

じめアジア各国を中心に輸出していた時期があった

が、2003年の1639万トンをピークに減少を続け、

2015年は１万トン程度にすぎない（図８）。

ただし、政府は、国内余剰在庫の整理などを目的

に、2016年以降数年間輸出を増加させる計画で、

2017年には230万トンを輸出に仕向ける予定と公

表している。

改正により同年７月１日以降、13％の税率区分が

廃止され、11％が適用されることとされている。

トウモロコシなどの関税割当の配分は、国家発

展 計 画 委 員 会（State Development Planning 

Commission） に よ り 行 わ れ、 再 配 分 が 行 わ

れ る 場 合 は、 国 家 発 展 改 革 委 員 会（National 

Development Reform Commission）と商務部に

より行われる。割当を受ける資格として、良好な財

務状況や納税状況にあることなどが審査されるが、

基本的に先着順で割り当てられるとされている。

なお、政府は関税割当申請者とその申請数量につ

いては公表しており、申請者は国有企業や民営企業、

外資系とさまざまで、飼料、でん粉、アルコール、

製油などのメーカーによるものが多い。

ただし割当実績の詳細については公表していな

い。

表６　トウモロコシなどに関する国境措置

品目 ＨＳコード
輸入 輸出

関税割当
対象

うち国家
貿易対象

国家貿易
対象

トウモロコシ（播
は

種
し ゅ

用のもの） 1005.1000 ○ ○ ○
トウモロコシ（播種用以外） 1005.9000 ○ ○ ○
トウモロコシ粉 1102.2000 ○ ○ ×
トウモロコシのひき割りのもの、ミール、及びペレット 1103.1300 ○ ○ ×
トウモロコシ（上記以外の加工をしたもの） 1104.2300 ○ × ○
資料：WTO
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図７　トウモロコシなどの輸入関税割当数量と消化率 図８　トウモロコシの輸出動向

資料：WTO

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HS1005. 90
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（３）大豆
中国では揚げ物料理などに使用される大豆油の需

要が大きく、国産および輸入大豆から搾油した後の

大豆かすは、植物性タンパク源として飼料に利用さ

れる。輸入大豆は、南米産と米国産がほとんどを占

め、輸入量は年々増大している。2016年は8323

万トン輸入され、うちブラジル産が46%、次いで

米国産が40%、アルゼンチン産が10%などとなっ

ている（図９）。

また、大豆は「自動輸入許可管理貨物」に指定さ

れているため、輸入に当たっては、定められたタイ

ミングごとに当局に対し取引関連情報を報告する義

務がある。輸出国家貿易の対象品目に指定されて

いるものの、WTO加盟以来国家貿易を通じた輸出

実績はなく、全て民間貿易で、2016年はわずかに

13万トン弱が米国、日本、韓国などに輸出されて

いる。

（４）大麦
輸入大麦の用途別内訳について詳細は不明である

ものの、モルト用や飼料用が主と考えられる。輸入

量は、2013年までは200万トン前後で推移してい

たが、2015年に大きく伸びて、1073万トンが輸

入された。これは主にフランス産の急増によるもの

である。ただし、2016年の輸入量は再び500万ト

ンに減少した（図10）。

（５）小麦
小麦のでん粉などの工業仕向け量は４％とわずか

で、７割は食用とされる。近年輸入量が増加してお

り、2016年の輸入量は337万トン、うち豪州産が

41%、米国産が26%、カナダ産が25%となってい

る（図11）。
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図９　大豆輸入動向

図10　大麦の輸入動向

図11　小麦の輸入動向

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HS1003

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HS1001

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HS1201
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図12　主要穀物の用途別利用実態の現状と将来予測（計画）
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資料：中国農業展望報告（2016─2025）
　注：数量は当該年の総消費量。

３．原料穀物利用実態
主要穀物の用途別仕向け割合をみると、最新の中

国農業展望報告によると、2015年現在のトウモロ

コシの飼料用シェアは59%で、工業用は29%、食

用はわずか４％にすぎない。

政府は、備蓄政策の変更と他作物への作付け転換

でトウモロコシ生産量を削減する一方、一時的に輸

出を増加させるなどにより過剰在庫を毎年少しずつ

整理した上で、2025年には、損耗によるロスを削

減しつつ、工業用と食用を飼料用に転換し、飼料用

シェアを67%にまで拡大するとしている（図12）。

同報告書では、小麦は、トウモロコシに比べ飼

料用のシェアは低いものの、2015年の９％から

2025年には11%に拡大するとしている。

工業用に供されるトウモロコシの用途としては、

全体のおよそ６割がでん粉に加工され、残りの４割

程度は燃料用アルコールに加工されているとされ

る。
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おわりに
中国は2008年から実施してきたトウモロコシ備

蓄政策を変更し、2016年から市場買付と補助金の

直接支払いに移行すると公表した。余剰在庫対策と

して、食糧確保から多用途利用への移行、作付け転

換の推進を掲げている。

今後、政策変更の影響でトウモロコシの作付面積

は一定程度の減少が予想され、転換作物として、北

部は大豆、華中は野菜・果実、南部は菜種に置き換

わると言われている。しかし、大豆についてみると

収益性の面でトウモロコシより優位性は低いなど、

トウモロコシが他作物にスムーズに転換できるかど

うかは、今後の政府の農作物生産補助政策のあり方

が左右するといえる。

一方、現在の穀物の貿易量は全体需要量と比較す

ると輸出入共に限定的である。国内農産物生産にお

ける高コスト体質が改善し、競争力を持つようにな

らなければ、これらの関連作物の輸入は増加してい

くものと考えられ、国際市場への影響の観点からも

今後の政策の動向が注目される。

写真１　広東省広州市の飼料工場

写真２　広東省広州市郊外の飼料工場

４月号「フランスおよびオランダの砂糖産業の動向　～ EUの砂糖生産割当廃止の影響を中心

に～」の記事（P.76）で、「300～400万トン」とあるのは「30～40万トン」、「400～500万

トン」とあるのは「40～50万トン」の誤りでした。
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